
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立城北小学校 ）     学校番号 ９６                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 一人ひとりが輝き、学ぶ喜びと笑顔があふれる学校        

          

重 点 目 標 

１ 「じょうほくの教育」の推進（丈夫な心と体づくり、個性の伸長、学力の向上） 
２ 安全で美しい学校づくり（教育相談体制の充実、安全教育、安全管理の徹底） 
３ 地域に開かれた特色ある学校づくり（学校運営協議会等の有効活用） 
４ 教職員の指導力向上（教職員研修の充実） 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和６年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉  

○令和４年度のさいたま市学習状況調査の「算数

の勉強は好きですか」の項目では、肯定的な回

答が市の平均より１２ポイント下回っている

（現６年生）。 

○令和４年度のさいたま市学習状況調査では、国

語・算数共に、正答率が市平均より大きく下回

っている。 

○日頃の学習の様子では、意欲的に学習に取り組

む児童も多いが、集中力を欠いてしまう児童も

少なくない。 

〈課題〉 

○学習全般に対する興味・関心が高まっておら

ず、児童が学習をすることの意義を実感できる

ようにすることや達成感や充実感を味わえるよ

うにすることが課題である。 

○基礎・基本的な学力の確実な定着を図ること。 

・１人１台の端

末を活用した

授業の工夫・

改善と、繰り

返し学習の実

施 

 

 

①「朝の学力アップタイム」を毎週水曜

日に確実に実施し、繰り返し学習す

ることで基礎・基本的な学力を向上

させる。 

②１人１台の端末を活用した授業を毎日

実施し、「アクティブ・ラーニン

グ」型授業等を積極的に取り入れる

など、授業の工夫・改善を行う。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、基礎学力に関するＡＢ

の総計が昨年度の数値以上となった

か。 

②市学習状況調査（算数）の平均正答率

が令和４年度の数値以上となったか。 

①学校評価の基礎学力に関する項目で、児童が 88%、保護者は 82%

が肯定的な回答であり、昨年度を上回った。（昨年の数値は児童

87%,保護者 80%)。 

「朝の学力アップタイム」では、児童の学力に合わせた教材を使

用するように工夫・改善し、計画的に実施できた。 

②市学習状況調査（算数）の平均正答率は令和４年度比＋1.65%と

なった。 

タブレットについては、現６年生の端末活用状況の調査結果では

「ほぼ毎日使用している」「週に３回以上使用している」の合計

が 74.8%（５年次は 22%）となり、昨年度を大幅に上回った。 

A 

・授業でのＩＣＴの利用は進んでいるが、

「タブレットならではの効果的な活用」に

ついてはさらに研究・実践を重ねていく必

要がある。学校課題研究と関連付けて、研

修を行っていく。 

・基礎学力の向上を図るために、ミライシー

ドのドリル学習やスタディサプリ等も活用

しながら、個に応じた学習に取り組んでい

く。 

 

・学校課題研修の課題が算数科

なのはなぜか。→一昨年度ま

では国語科行っていた。市や

国の学習状況調査の結果や、

本校の児童の実態を踏まえて

算数科とした。 

・教科によって児童の得意不得

意があり、それぞれに課題が

あると思う。教科担任制の取

組は効果的でよいと思う。 

・タブレットの扱いはよいと思

う。一方で、児童が間違った

使い方をしないように指導し

ていくことが課題かと思う。 

・ 学 習 へ の 興

味・関心を高

め、達成感や

充実感を味わ

えるような授

業の工夫・改

善 

 

①学校課題研究推進委員会を中心に計画

的に研究を進め、「好き力向上部」

「わかったできた達成部」「スマー

ト環境部」の３つの部会が連携しな

がら授業づくりと実践を行う。 

②指導者を要請した算数科の校内授業研

究会を年度内に４回実施し、教員の

指導力を向上させる。 

①学校評価に係る児童のアンケートにお

いて、授業に関するＡＢの総計が昨年

度の数値以上となったか。 

②学校評価に係る教員のアンケートにお

いて、授業に関するＡＢの総計が昨年

度の数値以上となったか。 

①学校評価の授業に関する項目「授業はわかりやす

くて楽しいですか」で、児童の 84%が肯定的な回答

であった（昨年度の数値は 82%）。 

指導者を招聘した算数科の研究授業を４回実施

し、研究協議会にてご指導いただいた。 

②学校評価の授業に関する項目「子どもたちは授業

を楽しいと感じていると思いますか」で、教員の

76%が肯定的な回答であった（昨年度の数値は

79%）。 

 

B 

・今年度の学校課題研究における結果

を分析して、3 つの部会の取組内容に

ついて見直し・改善を行い、引き続

き基礎学力向上について研修を進め

ていく。 

・全教員が学びのポイント（じ・し・

ゃ・ク）を常に意識し、授業の工

夫・改善を行う。 
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〈現状〉  

○令和４年度の学校評価に係る児童・保護者のア

ンケートにおいて、「喜んで登校しているか」

の質問に肯定的な回答をした児童は７８％、保

護者は８５％である。児童・保護者共に肯定的

な回答は令和３年度とほぼ同じである。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が原因と考えら

れる児童のけがは発生しなかったが、児童の不

注意によるけがが多く見られる。 

〈課題〉 

○いじめに係る事案が少しずつ出てきているた

め、児童の表情や心の変化を見逃さないよう一

人ひとりの状況を把握し、迅速に支援・相談で

きる体制づくりを進めることが課題である。 

○児童のけが防止のためにも、危険な箇所につい

て修繕を進め、また、児童にも自ら危険を予測

したり、回避したりする力を育む必要がある。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

 

 

 

①情報端末を活用して、児童向けアンケ

ートや面談等の記録を蓄積し、児童

一人ひとりの状況を継続的に把握で

きるようにする。 

②いじめについては積極的に認知する。

必要に応じてケース会議を行い、児

童の状況を細やかに把握、分析する

ことで、適切なタイミングで組織的

に支援・相談を行う。 

①学校評価に係る教員のアンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答

が９０％以上となったか。 

②学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、保護者の項目「先生

の信頼」についてと児童の項目「先

生に相談」について、肯定的な回答

が９０％以上となったか。 

①学校評価の教職員の指導に関する項目で、教員の 91%が肯

定的な回答であった。 

児童のアンケート結果をもとに個人面談を行ったり、普段

の生活においても積極的に声掛けをしたりするなど、一人

ひとりに寄り添った指導を行った。 

②学校評価の保護者の「先生の信頼」に関する項目で、保護

者の 86%が肯定的な回答であった。また、児童の「先生に

相談」に関する項目で、児童の 89%が肯定的な回答であっ

た。 

生徒指導部会や教育相談部会において、児童についての情

報共有を行い、対応について話し合うなどして、組織的に

問題解決に向けて取り組んだ。 

B 

・いじめについては積極的に認知を行い、全

教職員が情報を共有することで、一丸と

なって解消していく。また、いじめを防

止するために、教職員のみならず、児童

の取組についても推進していく。 

・スクールダッシュボードを活用し、児童一

人ひとりの健康状態や授業の取組状況を

常に把握し、必要に応じて面談等を行

い、問題解決にあたる。 

 

・不登校児童へのフォロー体制

はどうなっているのか。→授

業についてはオンラインを活

用するなどして、学校とのつ

ながりが切れないようにして

いる。また担任との連絡を通

して、児童自身や保護者をＳ

ＣやＳＳＷとつなげるように

している。併せて「Sola るー

む」も活用しながら、引き続

き児童が安心して通えるよう

な体制を整えていく。 

・どんな些細なことでもよい

が、学校に来るきっかけとな

るものがあればよいと思う。 

・施設・設備の

管理の徹底に

よる安全で安

心な教育環境

の充実 

 

 

 

①毎月の安全点検を確実に実施して、修

繕が必要な箇所と内容を集約し、迅

速に対応する。 

②児童が中心となり校内けがマップを作

成して、けがの発生場所や件数、原

因を分析し、全校児童に定期的に周

知することで、安全に対する意識を

高める。 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、環境整備に関するＡＢ

の総計が８０％以上となったか。 

②保健委員会の取組により、児童の安全

に対する意識が高まり、けがの件数が

減少したか。 

①学校評価の教育環境整備の項目で、児童が 93%、保護者は

76%が肯定的な回答であった。 

毎月の安全点検では、修繕が必要なところを点検簿に集約

し、組織的に修繕を行った。施設による重大事故の発生は

ゼロである。 

②保健委員会の児童が中心となり、毎月校内けがマップを作

成・掲示し、児童の安全に対する意識を高めることができ

た。 

けがによる保健室への来室件数は 12 月現在、延べ 1150 名

となっており、昨年度の 1422 名から減少した。 

B 

・毎月の安全点検だけでなく、日々の

施設点検を全職員で実施していく。 

・老朽化している箇所は、計画的に、

危険な箇所は早急に修繕を行う。 

・校内の清掃を徹底し、児童の持ち物

や備品等を整理・整頓する。また、

古い掲示物や破損している掲示物の

更新を行う。 

3 

〈現状〉  

○昨年度の学校運営協議会にて、目指す児童の姿

について協議し、共有した。学校・家庭・地域

が協働して何ができるのかについて話し合いを

行ったが、具体的な取組にまで発展させること

ができなかった。 

〈課題〉 

○学校運営協議会での話し合いの内容について、

家庭や地域にどのように周知し、また、「学

校・家庭・地域の協働」と観点でどのように具

現化していくのか、さらに熟議をする必要があ

る。 

 

・ 児 童 ・ 保 護

者・地域の参

画・協働に基

づいた信頼さ

れる学校づく

りの充実 

①学校運営協議会を年３回実施する。熟

議を重ね、その実現に向けた方策を

定め、継続的な取組を進めていく。 

②信頼される学校づくりの実現に向け、

教職員に教職員事故や授業実践等に

関する研修を実施し、教職員事故の

防止や「よい授業」を実践する。 

①学校運営協議会において、実現に向け

た方策を打ち出し、継続的な取組を進

め始めることができたか。 

②学期に１回の研修を実施し、教職員事

故を起こさないための取組や、「よい

授業」を意識した授業を実践できた

か。 

①学校運営協議会を３回実施し、「いじめの防止について～

学校・家庭・地域ができること～」をテーマに熟議を行っ

た。その中で挙げられた意見を受け、その目標を達成すべ

く、日々の教育活動に取り組んだ。 

②教職員事故に関する研修や日々の注意喚起を行ってきた。

教職員事故の発生はゼロである。 

 教員は「よい授業」の実践に向けて、４つの因子を常に意

識しながら、教材研究や授業に取り組んだ。特にＩＣＴの

活用について、自身の指導力向上に努めた。 

B 

・学校運営協議会において熟議した内

容について家庭や地域にどのように

周知し、どのようにしたら協働でき

るのかを検討していく。 

・教職員の信頼向上のため、定期的に

教職員事故防止や「よい授業づく

り」のための研修を行っていく。 

 

・学校ＨＰについて、保護者が

「見たい」と思える工夫をし

てほしい。学校ＨＰに児童の

活動が載っていると、保護者

は見るようになるのではない

か。 

・手紙の配布の仕方について、

近隣校では「スクリレ」を使

用しているところもあるの

で、導入を検討してみてはど

うだろうか。 

・家庭・地域へ

の積極的な情

報発信と学校

公開 

 

①児童の学校生活の様子や教育活動、学

校運営協議会での協議内容等につい

て、学校ホームページや学校だより

等で積極的に情報発信をする。 

②授業参観や学校行事等、教育活動につ

いて多くの保護者や地域の方が参観

できるよう積極的に学校公開を行

う。 

①学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「学校からの情報提供」に関

するＡＢの総計が昨年度の数値以上と

なったか。 

②学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「学校公開」に関するＡＢの

総計が昨年度の数値以上となったか。 

①学校評価の「学校からの情報提供」の項目で、保護者

の 89%が肯定的な回答であった（昨年の数値は 83%）。 

学校ホームページを定期的に更新し、日々の教育活動

の様子についてもこまめに載せている。 

②学校評価の「授業参観・学校行事の公開」の項目で、

保護者の 95%が肯定的な回答であった（昨年の数値は

88%）。 
 本年度も、昨年度まで実施できなかった行事等をさらに積

極的に実施・公開することができた。 

A 

・学校ホームページで更新が遅れてい

るページがあるため、再度確認し、

順次更新を行っていく。 

・これまで中止していた学校行事につ

いて内容を精選しながら再開し、保

護者への積極的な公開や情報提供を

行っていく。 
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〈現状〉  

○ＩＣＴ活用についての研修を進めてきたことに

より、多くの教員がタブレット端末等を活用し

た授業をほぼ毎日展開できている。 

○教科指導や生徒指導等において、教職員間で情

報を共有しながら連携した指導を行っている。 

〈課題〉 

○授業等でのＩＣＴの活用について、教職員間で

差がある。 

○教職員の経験不足により、生徒指導や保護者へ

の対応がうまくできないことがある。 

・ＩＣＴ活用能

力の向上 

①エバンジェリストやＩＣＴリテラシー

が高い教職員が講師となって学期に 1

回の校内研修を実施する。また、授

業で有効なコンテンツ等を共有でき

るようにする 

①学校評価に係る児童・保護者のアンケ

ートにおいて、「授業が楽しい」に関

するＡＢの総計が昨年度の数値以上と

なったか。 

①学校評価の「授業が楽しい」に関する項目で、児童が

84%、保護者は 82%が肯定的な回答であった（昨年の数値

は、児童が 82%、保護者は 81%）。 

エバンジェリストを中心に、ICT 機器の活用に関する校内

研修をこれまで 2 回実施した。また、放課後に自由参加に

よるミニ研修会を随時実施した。 

A 

・ＩＣＴを活用した授業公開を全教員

が１回以上行い、その活用方法や指

導方法について研究を進めていく。 

・授業等でのＩＣＴ活用事例を共有で

きるようにする。 

 

・学習指導については把握でき

ない部分があるが、生徒指導

面では丁寧すぎるくらいの対

応をしてもらっている。特に

けがやトラブルなど、必ず保

護者に連絡があるので、きめ

細かに見ていただけている安

心感がある。 

・指導力向上の

ための教職員

の積極的な研

修 

 

①キャリア振り返りシートを基に自身の

強みや弱みを把握し、強みをより伸

ばしたり、弱みを克服したりできる

よう積極的に研修を受講する。 

①学校評価に係る保護者のアンケートに

おいて、「教職員の指導」に関するＡ

Ｂの総計が昨年度の数値以上となった

か。 

①学校評価の保護者の「教職員の指導」に関する項

目で、保護者の 86%が肯定的な回答であった（昨年

の数値は 84%）。 

5 月の教職員の面談において、しっかりと時間を確

保して受講予定の研修について確認を行い、1 月の

面談では 1 年間の研修成果について確認した。 

B 

・働き方改革の観点からも、引き続

き、教材・教具の共有や行事の精

選、会議の効率化等を進めていく。 

・教職員自身の弱みや強みをしっかり

と確認して研修の受講を奨励し、さ

らに指導力を高めていく。 

 


